
○仙北市介護タクシー利用助成事業実施要綱

平成31年３月22日告示第24号

改正

令和６年３月15日告示第30号

仙北市介護タクシー利用助成事業実施要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、入退院、通院及び転院等のため、通常の交通機関を利用することが

困難な要介護認定者が介護タクシーを利用した場合に、市がその費用の一部を助成する

ことにより、福祉の向上を図ることを目的として、仙北市介護タクシー利用助成事業

（以下「事業」という。）の実施に関し必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。

(１) 事業者とは、仙北市内において事業所を営むタクシー事業者をいう。

(２) 介護タクシーとは、乗降を容易にするリフト等の装置を備え、ストレッチャー又

はリクライニング式車椅子に対応した車両をいう。

（助成対象者）

第３条 事業の助成を受けることができる者（以下「助成対象者」という。）は、高齢、

身体の障害等の理由により一般車両を利用して外出することが困難である要介護認定者

であって、次の各号の全てに該当する者及びその他市長の認める者とする。

(１) 介護保険適用外の利用となる入退院、通院及び転院等を目的とした介護タクシー

の利用が必要な者

(２) 仙北市に住所を有する者

(３) 生活保護法（昭和25年法律第144号）など他の制度で支給を受けていない者

(４) 介護保険法（平成９年法律第123号）第19条第１項の要介護認定において、要介

護度３以上の認定を受けた要介護者

（利用の申請）

第４条 事業を利用しようとする助成対象者又はその者の属する世帯の者（以下「申請

者」という。）は、仙北市介護タクシー利用助成事業申請書（様式第１号）により、仙

北市長（以下「市長」という。）に申請しなければならない。



２ 前項に規定する申請書を提出するときは、利用した範囲をひと月単位とし、請求額の

根拠となる領収書及び助成対象者の介護保険被保険者証の写しを添付しなければならな

い。

（利用の決定）

第５条 市長は、前条の申請書が提出されたときは、速やかに助成の可否及び助成額を決

定し、仙北市介護タクシー利用助成事業決定通知書（様式第２号）により申請者に通知

するものとする。

（助成金の請求）

第６条 前条により決定を受けた申請者は、仙北市介護タクシー利用助成事業助成金請求

書（様式第３号）により、市長に対して助成金を請求するものとする。

（助成金の交付）

第７条 市長は、申請者から前条の請求を受けたときは、請求のあった日の翌々月の末日

までに、申請者の指定する口座に助成金を振り込むものとする。

（助成額）

第８条 助成額は、介護タクシー利用に係る費用のうち介護保険適用外の介護料の２分の

１とする。

（助成の範囲等）

第９条 利用の期間は、当該年度の４月１日から翌年の３月31日までとする。

２ 利用の区域は、仙北市、大仙市、美郷町、横手市及び秋田市とする。

３ 利用の回数は、片道を１回とし、ひと月あたり４回までとする。

（その他）

第10条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この要綱は、平成31年４月１日から施行する。

附 則（令和６年３月15日告示第30号）

この告示は、令和６年４月１日から施行する。



様式第１号（第４条関係）



様式第２号（第５条関係）



様式第３号（第６条関係）


